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Pseudomy:xo'l1Zaρeritoneiによる粘質物（第1報〉．

ムコタンパク質の構成＊

友田正司，北村正予

The Mucous Substance in Pseudomyxomαρeritonei. 

I. Composition of Glycoprotein. 

Masashi ToMODA and Masako KITAMURA 

The chemical properties of gelatinous substance obtained from a patient of pseudo-

myxomaρeritonei were examined. The material is composed by 90.5% of water, 

1.6労 ofacetone-soluble lipid, and 7.9% of glycoprotein. The glycoprotein contains 

N-acetyl neuraminic acid (12.1%), o-glucosamine (5.5%), o-galactosamine (4.3%), L-

fucose (3.4夕ぢ）， o-galactose and o-mannose (2.5% hexose as galactose), in addition to 

amino acids usually found. 

Pseudomyxoma Pe行toneiは腹膜偽粘液腫と呼ばれ，大小種々の粘液または紫液性内容を含む

ブドウ状の嚢胞ないし腫癌が腹膜腔内に貯留する症状である．日本における最近までの統計では

男 52名，女 105名で 1:2の比で女性に多発し，発症年令は 10才から 77才までにわたっ

ているが，一般に 30～60才に多く，特に 50才前後に多発する．女性では卵巣性，男性では虫

垂性起源のものが大部分である．その原因は，卵巣嚢腫の破裂により粘質物が腹腔内に出て，臓

器開隙に沈着して粘質物による腹膜炎をおこし，粘質物中に卵巣嚢腫壁にみられると同様の上皮

細胞がみられるところから，この細胞が腹膜に播種されて粒液分泌を続けるものと考えられ，1)

虫垂に由来する粘液性分泌物は刺激によって腹膜の中皮細胞を分泌能力をもっ上皮細胞に化生さ

せる説がある.2）癌性説としては， 虫垂または卵巣偽粘液性癌から腹膜表面への転移性移植によ

るとするものがあり，3）腹膜偽粘液腫の起源は癌性で自発的発育をなすとする他説もあるが＇ 4）本

症は卵巣または虫垂粘液轟腫の嚢腺佐内容流出による腹膜炎様変化であるとして転移説を否定す

る意見もある.5) 

著者らは東京大学医学部石川外科教室の依頼により，本症のー患者の手術によりとり出された

腹腔内腫癌の構成分について検討し，特にその主体をなすムコタンパク質部の分析を行なったの

で，その結果を報告する．患者は 61才の女性で，正常出産の経歴あり特別な既往疾患はなかっ

たが， 1961年5月に腹部膨隆を訴え， 8月に山形県立中央病院で邦eudomyxomαperitoneiと

診断されて手術後 300 レントゲン 23回（週3回）の照射を受け，ほとんど自覚症状が無くな

ったので、9月に退院したが， 1962年 12月に再び腹部膨隆して 1963年5月に東京大学石川外

科に入院し，卵巣切除およひ、腫療内容除去の手術を受けた．術後の経過は良好で約1ヵ月後に退

院したが， 1964年春頃より再び腹部膨隆が始まり次第に増大して 10月に再入院し手術を受け

＊ 本論文の要旨は Japan.J. Exp. Med., 35巻， No.4 (1965）に発表した．

1) Werth: Arch. f. Gynaek., 24, 100 (1884). 

2) W. Trotter: Brit. Med. J., 1, 687 (1910). 

3) L. V. Ackerman: Atlas of tumor pathology. Section Vl-F 24 (1954). 

4) J. S. Chaffee, R.H. LeGrand : Arch. Surg., 45, 55 (1942). 

5）武藤：臨床の日本， 3,823 (1957）.山JII，荒牧：医学のあゆみ， 49.213 (1964). 
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た．手術所見では壁側腹膜の一部に小腸が癒着し，これを剥離すると小腸のループの中に巨大な

嚢腫があり，その抵は繊維性組織で相当に厚く，これを破るとゼリー状の流動性物質が大量に流

出した．（大略 41）.著荷らの入手した試料はこれを無菌的に冷所に保存したものである．患者は

糞蝿壁の大部分と内容を除去後，症状軽快して退院した．血液型は B 型である．

試料は少量の血液を混じえた淡黄色ゼリー様物質であり，常温での真空乾燥により 90%以上

は水分と認められた．試料を酢酸酸性水で処理して血液を除き，さらにアセトンで処理して脱水

および脱脂を行なった．残留乾燥物は灰白色粉末でクロロホノレムーメタノール処理による可溶分

はなく，その本態は糖タ γパク質と考えられるが，水に極めて溶けにくく均質性は未検討であ

る．酸加水分解物の炉紙クロマトグラフィーにより，糖質として N－アセチルノイラミン酸，ト

グルコサミン， Dーガラクトサミン， L－フコース， Dーガラクトースおよび Dーマンノースが検出さ

れ，それぞれの比色定量を行なった．以上の分析値を TableIに示す．

Table I. Analytical values (%) for cyst fluid in 

ρseudomyxomaρeritonei. 

water 

acetone soluble lipid 

glycoprotein 

nitrogen 

sialic acid 

glucosamine 

analyses of glycoprotein ~ galacto関 min

fucose 

hexose ( as gal.) 

ash 

90.5 

1. 6 

7.9 

12.14 

12.1 

5.5 

4.3 

3.4 

2.5 

1. 8 

糖タンパク質部分の酸加水分解後炉紙クロマトグラフィーおよび比色法によって構成アミノ酸

の定性および定量分析を行なった．その結果検出されたアミノ酸の種類と最を TableEに示す．

トリプトファ γはアルカリ加水分解により認められない．

Table JI. Amino acid composition （労） of glycoprotein obtained 

from cyst fluid inρseudomyxomαρeritonei 

glycine 1. 8 pro line 

alanine 3.7 cysteine 

valine 4.8 methionine 

isoleucine 1.6 pheny !alanine 

leucine 6.4 tyrosine 

serine 2.9 lysine 

threゅnine 4.9 argmme 

aspartic acid 6.5 histidine 

glutamic acid 9.4 

3.8 

2.2 

0.9 

4.5 

2.8 

6.0 

3.5 

2.3 

卵巣嚢腫液の性質については 1848年に Virchowが初めて記述したがア生化学的性質の詳

6) R. Virchow : Verba吋 1.Gesellsch. Geburtsh. Berlir, 3, 197 (1848).11 
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細が研究され出したのは近年のことであり， 1928年に Yosida7＞が血液型活性物質であること

を報告して注目され， Morganらめによって詳細llに研究された．彼らは刑特異性の異なる数分画i

を得て，ヘキソース，メチルペントース，ヘキソサミンの定封を行えい， sialom ucopol ysaccha-

ride と称するシアル酸に宮み，グルコサミン，ガラクトサミン，フコース， ガラクトースを含

む分間も単離している.9）これより前に正宗ら川は杭成栴としてグルコサミン，ガラクトサミン，

ガラクトース，フコースの存在を報告してし、る. Odin11＞は各種の嚢腫粘質物の生化学的性質，

特に構成糖の比較研究を行なって，偽粘液）陀内容物（pseudomucinouscyst content）の性質

は 2大別でき，一方は卵巣嚢腫に千年通見出されるもので水に均質に混和でき，ヘキソサミン，ガ

ラクトース，ブコースはほぼ同量合まれ，シアル酸はそれらの約 Ywf1i：で、あり，他の型は腹膜性

および虫垂性の物質で水に溶けず，構成松If比はヘキソサミン：ヘキソース：フコース：シアル酸

= 1 : 0.6 : 0.2 : 0.6であるとしており，前＇f；よりシアル酸合最が著 Lく高く，ブコース合m；が比
較的低く，この約タンパク自は sialomucin とLて分類できるとしている. Pseudomyxoma 

ρu’itoneiの粘質物の組成に関しては Odinのがlに鶴見ら川の研究があり，メタノール処理後

の乾燥物を分析して還元糖 17.6信，ヘキソサミン 13.5佑，シアル酸 8.1形，メチルベントース

2.196の値を得，ク、、ルコサミン，カラクトサミン，ガラクトース，マンノース，フコースを検出

している．この両者の構成松！？比は近似するが，~：長らの，レt料ではシアル円安およびフコースが多

く，ヘキソースは少なくて従米のいずれの文献{ji＇｛とも明瞭な z'f：：があることは興味深く，現在ムコ

タンパク質の糖質部のより詳細な性質解I引を [li'i'-.Jとして分離和製研究r{1で、ある．

実験の部

ムコタンパク質の分離 少はのJfnr伐を出じえた淡黄色ゼリー状物質を 0.196酢酸 5｛白容で繰り返し洗っ

て炉過し血液を除去，残rnゲノL状物をくUl比奈式抽fl＼器を用いてアセトンで 1週間処Jlfl後溶媒を除き減圧乾燥，

/,}( 1'1色粉末を符．

構成糖の定性 試料乾燥物に 30的量の 2NHClまたは 2NH2S04を加え封管1j1沸騰水浴ij14時間加

水分解し， HCl処理波はイソプロパノールをJl1いて繰り返し械U：：位闘して酸を除き， H2S04処理液は BaC03

で中和してそれぞれ炉紙クロマトグラフィーにかけた．ただしシプル憾の検出のためには 40倍量の O.IN

H2S04を加え 80° で1時間加水分fo/11し BaC03で中和した・ド紙クロマトグラフィーは東洋炉紙 No.51使

用，上井法でがJ30cm展開，溶媒は， A,n-butanol : benzene : pyridine : water (5 : 1 : 3 : 3，上回）， B, 

phenol : water (5 : 1), C, water sat. collidine, D, n-butanol : n-propanol : O.IN hydrochloric acid (I : 2 

: I). 1 f~ 性糖の検出はアニシジン試薬，13）ヘキソサミンの検出はニンヒドリンおよびエーリッヒ試薬14）シア

ル憎の検出はオルシン試薬15）およびチオパルピツール酸試薬16）によった．検II¥された構成帖とそれらの Rf

{11（を TableEに示す．

7) G. Yosida: Z. ges. exp. Med., 63, 331 (1928). 

8) R. A. Gibbons, W. T. J. Morgan, M. Gibbons : Biochem. J., 60, 428 (1955）・

9) A. Pusztai, W. T. J. Morgan: Biochem. J., 78, 135 (1961). 

IO) H. Masamune, Z. Yosizawa, M. Maki: Tohoku J. Exp. Med., 53, 237 (1951). 

11) L. Odin : Acta Soc. Med. Upsalien., 64, 25 (1959). 

12) S. Takahashi, K. Turumi : Fukushima J. Med. Sci., 3, 1 (1956). 

13) L. Hough, J. K. N. Jones, W. H. Wadman: J. Chem. Soc., 1702 (1950). 

14) S. M. Partridge : Biochem. J., 42, 238 (1948). 

15) R. Klevstrand, A. Nordal : Acta Chem. Scand., 4, 1320 (1950). 

16) L. Warren : J. Biol. Chem., 234, 1971 (1959). 
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Table m. Rf Values of sugar components 

solvent A. solvent B. solvent C. solvent D. 

L-fuco舵 0.40 0.62 0.56 0.41 

n-mannose 0.33 0.46 0.59 0.32 

n-galactose 0.23 0.44 0.46 0.23 

n-glucosamine-HCl 0.19 0.16 0.37 0.20 

n-galactosamine-HCl 0.16 0.17 0.30 0.18 

N-acetyl neuraminic acid 0.37 
一一一一一一 一一一守一一『

構成糖の定量 ヘキソースはアントロン法，17）フコースはチオグリコール融法，18）ヘキソサミンは塩酸加

水分解後 AmberliteCG-120と 0.3NHClを用いて Pearson法19）によれまたシアル酸はエーリッヒ試薬

による方法20）によりそれぞれ定量した．

構成アミノ酸の定性 試料に 60倍量の 8NHClを加え封管：中 100° で 22時間加水分解し減圧乾回

（イソプロパノール使用）を繰り返して HClを除き， F紙クロマトグラフィーにかけた・東洋炉紙 No.51 

(40×40cm）を使用，上昇法 2次元展開による．裕媒は， 1,phenol : O.lN NH40H (4 : 1), 2, n-butanol : 

acetic acid : water ( 4 : 1 : 2），ニンヒドリン試薬により検出． トリプトファンについては 4NNaOHによる

加水分解とイオン交換樹脂を用いた脱塩後検出定量を試みたが， t戸紙クロマトグラフィーおよび p－ジメチル

アミノベンズアルデヒド法21）で陰性であった．

構成アミノ酸の定量 試料を減圧（1mm）封管中 6NHClで 110°,32時間加水分解後， Mooreら22)

の方法により BeckmanSpinco model 120を用いて定量．

試料の入手および症例の資料については東京大学医学部石川外科教室の野呂俊夫博土，アミノ酸定量分析

については東京大学理学部安藤研究室の矢野氏，窒素分析については東京大学薬学部中央分析室の石川氏の

御協力を得た．併せて深く謝意、を表する．

17) R. Johanson : Anal. Chem., 26, 1331 (1954). 

18) M. N. Gibbons : Analyst, 80, 268 (1955). 

19) C.H. Pearson: Biochem. J., 88, 540 (1963). 

20) I. Werner, L. Odin: Acta Soc. Med. Upsalien., 57, 230 (1952). 

21）鈴木：衛生化学， 8,No. 2, 86 (1960). 
22) D. H. Spackman, W. H. Stein, S. Moore: Anal. Chem., 30, 1190 (1958). 
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